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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
活動概要は次の通りです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・各世帯をローラー作戦で巡回し、安否確認・体調確認を行なってほしい。�・高齢者一人世帯を住民基本台帳から抽出し、名簿を作成したが、�　高齢者宅に別の世帯の家族等が避難している場合や世帯構成が変わっている場合も考えられる。�　その場合は、世帯構成員を確認し、他の高齢者の場合はあわせて確認をしてほしい。�・家屋が危険な状態にも関わらず、自宅避難を継続されている場合も考えられるため、�　その場合は避難所利用の勧奨を行なってもらいたい。�・避難所や医療機関の一覧等の提供あり。�
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
在宅高齢者への課題は➀⑥
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
訪問途中に全半壊の家屋が多数あり、被害の大きさを目の当たりにした。
片付けが済んでいるている世帯が多かったが、発災時に軽傷を負っていたり、家屋にひびが入っている家もあった。
地震への思いを話される方が多く、まずは、傾聴に努めた。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
昨日に引き続き、同じ地区の訪問
植柳橋の歩道部分が倒壊。
交通手段が自転車のため、橋の向こうの病院に行けないと話されていた。
を実施した。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本人が入所し世帯構成が変わっている世帯や不在の世帯もあり、ちょうどお会いした近隣者に確認するなどして、状況を確認した。
知り合いの家にお風呂に入れてもらったり、給水やゴミ出しを手伝ってもらったりと、地域コミュニティのつながりの大切さを感じた。
震災後の片付けをしながらも皆様協力的で特に問題なく終了した。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回の活動のまとめとして、今回の災害派遣から、災害に対する「平時からの備え」と「災害時の体制の整理」の重要性について学ぶことができました。
今回は在宅で過ごす高齢者の状況把握と健康管理支援が主な業務でありましたが、
平時から、地域の状況と要支援者を把握し、受援時の体制を整備しておくことで、より適切な受援の要請ができると感じました。
そのため、保健福祉、危機管理部門等庁内横断的に要支援者や地域の状況について情報を共有すること、そして、地域のコミュニティや支援を得られる団体を把握し、連携とっておくことが大切だと思います。
また、災害時の体制の整理として、
今回の活動について、保健師、栄養士等をはじめとする、全職員と災害活動や災害時の対応について共有し、
災害時の応援体制と受援体制について確認をしておくことの大切さを確認することができました。
また、今回、長期化する災害への対応の中で自治体職員の疲弊がみられたため、職員の身体的精神的負担は大きかったものと思われます。滞りなく業務が遂行できる人員配置と体制づくりが必要だと感じました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、
被災された皆様の心休まる日常が一日も早く戻ることを心より願っています。
今回の派遣で得られた経験と学びを壱岐市の災害対策に活かしていきます。
ご清聴ありがとうございました。
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